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強

調

輪

取

相
績
税
の
弱
拙
・

津

藩

の

均

田

策

純
漕
静
胤
干
さ
経
済
動
撃

描

幅

加

川

我
闘
の
姫
路
凡
増
加
ミ
物
債
の
雄
助
・
・
組
向
山
ヤ
い
ん

諮

問

噛

鴻

上
海
の
祉
舎
肱
態
目
・
・

a
-

法

事

士

樫

木

雌

枇

錦

岨

叩

越

前

米

捕

の

農

民

逃

一

散

語

硝

博

士

調
越
川
山
交
通
政
策
研
究
の
硯
北
・

a

訟

阜

士

投
資
ト
ラ
ス
ト
に
闘
す
る
一
考
察
・
締
抑
血
中
士

艦
舶
工
場
に
於
け
る
職
工
の
生
活
・
・
紐

Z
Z

物
慣
指
蚊
に
附
す
る
一
論

7

イ
ヤ

1
文
庫
・

近
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

誠

制

m 

-
・
法
皐
帥
士
耐
戸
正
雄

組
問
中
博
士
本
庄
柴
治
郎

ZF博
士

米

田

庄

太

郎

純

情

m
r

制
抑
制
博
ト

h

小
111 
III 
4、

戸じ
f変

黒

正

巌

前

同

稔

靖

一
谷
藤
一
郎

芝

一

万

一

木

村

喜

一

耶

汐

見

三

郎



マ
イ
ヤ

1
文
庫

汐

鬼

自1¥

統
計
聞
申
界
の
H

町
商
揃
成
た
る
ザ
オ
ル
グ
・
フ
オ
y
・
7

イ
ヤ

I

数
段
(
の

g
片
岡
=
口
出
防
相
斗
)
は
、

一
九
二
瓦
年
九
月
六
日
ミ
ユ

y

へ
y
の
泣
く
叶
C

官
宮
町
民
於
て
途
巨
逝
悲
し
た
の
で
あ
る
。

仰
の
品
H
重
た
る
文
山
聞
は
、
犬
山
剛
省
及
び
文
部
省
自
軒
窓
に
よ
り

京
都
帝
岡
大
船
松
川
開
制
審
些
白
書
仰
の
保
管
K
移
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
我
が
刷
書
室
白
書
出
岬
正
は
、
先

ι山
抗
附
小
蜘
太
見
鮮
の

第
二
十
九
港

四
六
九

部

観

ヨ正



雑

録

マ
イ
ャ
，
文
庫

寄
贈
に
か
a
A

る
カ
ー
ル
・
ピ
ュ
ウ
ツ
ヒ
ヤ

1
(同
戸
時
】
回
目
n
F
2
)
の

文
庫
あ
り
て
経
済
史
の
岡
書
を
集
め
た
が
、
今
、
叉
マ
イ
ヤ
l

文
庫
を
得
て
統
計
皐
白

ι

参
考
書
の
欠
陥
を
補
ム
事
が
山
来
た
、

晶
一
一
兆
の
た
め
に
鹿
賀
に
耐
へ
た
い
次
第
で
あ
る
。

統
引
引
に
閲
す
る
桃
山
胤
あ
る
文
凶
が
我
闘
に
聡
入
せ
ら
れ

た
の
は
、
東
京
帝
凶
大
般
の
エ
ル
ン
ス
ト
刷
エ
ン
ゲ
ル
(
同
自
耳

何回問。
H
)

白
文
府
が
始
め
て
で
あ
っ
た
が
、
此
文
雌
は
不
幸
に
し

て
震
災
の
た
め
に
亡
び
た
白
で
あ
る
。
従
っ
て
我
図
に
存
す
る

統
計
事
白
棋
風
あ
る
文
底
止
し
て
は
、
我
が
マ
イ
ヤ
l
文
庫
が

あ
る
白
み
で
あ
る
0

7

イ
ヤ
l
文
庫
は
、
部
教
か
ら
言
へ
ば
二

高
部
で
あ
る
が
、
数
冊
叉
は
蚊
十
冊
よ
り
な
る
定
期
刊
行
物
主

含
ん
で
ゐ
る
か
ら
、
結
局
、
冊
数
か
ら
一
耳
へ
ば
=
一
高
冊
に
上
つ

て
ゐ
る
。
問
白
い
事
陀
は
我
園
の
犬
蹴
省
の
一
欧
文
財
政
経
済
年

報
が
其
の
中
に
含
ま
れ
、
更
に
高
野
岩
三
郎
博
士
、
踊
旧
総
三

博
士
等
が
マ
イ
キ

1
教
授
忙
寄
贈
せ

ιれ
し
日
本
文
の
単
行
本

及
び
雑
誌
が
共
の
一
部
分
を
た
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

マ
イ
ヤ
1
教
授
は
問
年
前
に
逝
去
せ
ら
れ
た
が
、
我
閣
の
一

般
は
此
事
を
知
っ
て
ゐ
た
い
。
此
機
曾
に
マ
イ
ヤ
l
教
授
の
生

第
ニ
+
丸
谷

第

韓

五

四
七

O

揮
を
簡
草
に
侮
へ
る
事
と
す
る
。

マ
イ
ャ
ー
は
一
八
四
一
年
二
月
十
二
日
に
ヴ
品
ル
ツ
プ
ル
グ

(
巧
ロ
同
島

E同
)
に
生
れ
た
。
父
は
敏
感
を
専
攻
す
る
大
塾
教
授
で

あ
っ
た
が
、
彼
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
央
曲
学
に
て
法
律
県
及
び
岡
山
北
準

を
皐
ん
だ
の
で
あ
る
o
皐
生
時
代
の
持
作
止
し
て
は
、

八
ノ、

三
年
の
「
農
業
収
録
占
林
業
収
誌
と
の
比
較
」
と
一
八
六
三
年
白

「
諌
林
が
気
候
及
地
質
に
及
ぼ
す
影
響
」
左
の
二
つ
を
島
げ
る
事

が
出
来
る
。

大
事
卒
業
後
一
八
六
四
年
バ
イ
エ
ル
ン
の
統
計
局
に
入
り
、

ヘ
ル
7

y

(

弓
・
回
-
巧

-
g
u
回
日

E
E
)
の
出
向
導
を
受
け
た

の
が
、
彼
の
統
計
白
官
際
忙
た
づ
さ
は
り
し
第
一
歩
で
あ
る
。

共
の
後
彼
は
、
句
、
ユ
ン
ヘ
ン
大
問
中
の
園
家
皐
部
の
諦
師
止
・
な
り
、

一
八
六
八
年
に
は
助
敬
投
正
日
升
る
と
共
に
、
統
計
局
に
於
て
は

一
八
六
九
年
に
ヘ
ル
マ
ン
の
死
後
、
局
長
止
た
っ
た

D

で
あ

る。
一
八
七
九
年
秋
に
ミ
ユ
ン
ヘ

Y
E去
り
、

ス
ト
ラ

1
ス
プ
ル

グ
(
印
吉
田

E
荷
)
に
移
り
口

E
0
3
5
g
o
r
E
Z
と
し
て
財
政



の
寅
務
を
と
り
、
後
に
は
帝
閣
議
合
陀
議
員
生
活
を
沿
っ
た
の

で
あ
る
。

詞
ぴ
曲
惜
間
外
に
炭

一
八
八
七
年
に
五
り
官
界
主
・
去
り

っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
九
一
年
ス
ト
ラ
l
ス
プ
ル
グ
犬
壌
の
詩

師
と
た
り
、

一
八
九
五
年
更
に
同
大
皐
の
名
春
教
授
に
拝
っ
た

の
で
あ
る
。

一
八
七
九
年
以
来
約
二
十
年
の
問
、

ス
l
-プ
1
ス
プ
ル
グ
に

於
て
働
い
た
の
で
る
る
が

一
八
九
八
年
に
五
り
川
町
ぴ
、
、
、
品
ン

ヘ
ン
大
離
の
人
と

h
H
.
統
計
附
明
財
政
附
学
、
抑
制
消
離
の
正
教

授
と
し
て
一
九
二

O
年
陀
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
マ
イ
ヤ
l
教
授

の
皐
問
的
持
作
は
専
ら
此
の
二
十
年
聞
に
於
て
完
成
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
向
一
九
一
三
年
よ
り
一
九
一
同
年
に
主
る
皐
年

ι

は
線
長
。
柴
枇
酬
に
つ
い
た
事
が
あ
る
。

一
丸
一
一

O
年
以
後
も
依

然
叶
E
Z
M問

の
自
宅
よ
り
犬
撃
に
通
ひ
て
研
究
主
観
け
、
議

に
一
九
二
五
年
に
於
て
八
十
五
哉
の
天
爵
を
全
う
し
た
の
で
あ

っ
た
。マ

イ
ヤ

l
毅
授
の
生
涯
は
賞
に
多
方
同
に
及
ん
で
ゐ
る
。
大

磁
省
の
高
官
と
し
て
財
政
事
務
を
司
り
、

政
治
家
と
し
て
代
議

雑

総

マ
イ
ヤ

1
文
庫

士
生
活
を
沿
っ
た
事
も
あ
る
o

そ
の
研
究
的
方
耐
も
底
い
関
口

を
有
し
て
ゐ
る
。
或
は
闘
家
事
会
般
に
附
す
る
健
系
倫
を
試

み
、
或
は
岡
家
壊
の
犬
曲
申
毅
育
に
市
む
る
位
世
世
論
じ
、

叉
は

戦
争
止
経
済
と
の
問
題
に
も
脚
れ
て
居
る
。
山
村
に
財
政
血
?
に
つ

い
て
は
相
常
の
努
力
世
政

L
、
租
税
愉
在
中
心
姻
目
と
し
て
研

究
し
た
の
で
あ
っ
た
。

然
し
な
が
ら
マ
イ
ヤ
l
教
授
の
名
を
不
朽
な
ら
し
め
た
も
の

は
械
の
統
計
官
務
代
於
け
る
街
路
、
及
び
統
計
闘
中
日
仲
に
於
け
る

業
蹴
で
あ
る
か
ら
、

此
の
鮪

E
一
一
陣
説
明
し
て
置
く
必
要
が
あ

る

マ
イ
ヤ
I
教
授
の
公
人
と
し
て
白
振
出
し
は
バ
イ
エ
ル
ン
統

討
局
で
あ
っ
た
が
、
首
時
の
努
力
の
結
果
が
猫
逸
帝
園
統
計
局

E
掛
町
議
官
し
む
る
所
以
占
な
っ
穴
む
で
あ
る
の
岨
側
逸
帝
闘
統
計

局
白
行
ひ
し
岡
勢
調
茶
、
産
業
調
査
.
農
業
調
査
の
凡
て
の
大

調
査
に
し
て
仙
の
参
加
し
て
ゐ
た
い
も
の
は
た
い
の
で
あ
る
、

7

イ
ヤ
1
教
授
の
努
力
は
単
に
バ
イ
エ
ル
ン
内
又
は
猫
逸
帝
図

内
に
限
ら
や
、
閥
際
的
に
仲
び
て
ゐ
る
。
園
際
統
計
曾
議
、
図

際
統
計
協
曾
、
図
際
枇
曾
保
険
委
員
曾
、
園
際
刑
事
事
曾
等
の

第
二
十
九
巻

四
七

第
三
披

E 



雑

銑

マ
イ
ャ
，
文
庫

園
際
統
計
に
閥
係
あ
る
い
づ
れ
の
方
面
に
於
て
も
彼
自
名
が
現

は
れ
て
ゐ
る
白
で
あ

。

マ
イ
ヤ
l
教
授
の
統
計
臨
界
に
於
け
る
業
蹟
に
至
。
て
は
更

陀
体
犬
た
る
も
の
が
あ
る
。
統
計
皐
が
従
来
、
終
消
盤
、
地
理

接
、
一
肌
合
阜
、
行
政
感
等
の
寄
生
品
た
り
し
観
あ
り
し
に
拘
ち

守
、
之
が
剛
明
間
尽
に
於
け
る
地
位
を
確
立
し
、
統
計
酬
明
に
漏
立

科
曲
学
止
し
て
の
一
白
存
証
佐
拠
へ
た
の
は
全
く
彼
の
功
肢
で
あ

っ
た
o

夏
K
統
計
撃
の
根
本
問
題
と
し
て
祉
舎
件
掃
の
法
則
性

又
は
統
計
壊
に
人
口
統
計
、
組
桝
統
計
文
化
統
計

止
論
ヒ
、

の
各
部
門
牢
分
っ
た
の
も
マ
イ
ヤ
l
教
授
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

マ
イ
ヤ
1
教
授
の
撒
多
き
著
書
の
中
、
最
も
注
目
す
べ
き
は

「
統
計
さ
枇
舎
皐
」
(mgFErcuι
口
虫
色
占
百

zr}喜
岡
崎
)
で
あ

る
。
と
の
名
著
の
第
一
審
止
し
て
理
論
経
憐
曜
、
第
二
容
'
と
し

て
人
口
統
計
、
第
三
巻
と
し
て
道
徳
統
計
が
あ
る
が
、
文
化
統

計
の
碕
部
及
び
経
済
統
計
の
全
部
払
遊
に
完
成
に
至
ら
た
か
っ

売
事
は
マ
イ
ヤ
1
教
授
に
止
り
遺
憾
至
極
の
事
で
あ
ら
う
。

マ
イ
ヤ
l
批
判
授
が
皐
界
に
残
せ
し
功
肢
と
し
て
は
彼
の
統
計

撃
演
習
と
、
「
一
般
統
計
雑
誌
」
(
〉
=
岡
市
自
2
話

回

目

E
Z一円
rz

第
二
十
九
巻

四
七

第

漉

一
五
回

〉
R
F
M〈
〉
の
創
刊
と
、
彼
の
七
十
歳
の
誕
生
白
粗
念
に
出
版
せ
ら

れ
し
「
滴
逸
統
計
白
現
状
」
(
口
町
田
如
何
百
年

5
ロ
2
n
R
F
E回
一
品
)

止
の
三
つ
を
教
へ
る
人
が
あ
る
o
第
一
白
マ
イ
ヤ
l
教
授
の
ぜ

ミ
ナ

l
ル
に
よ
り
無
数
白
統
計
家
が
皐
界
及
び
宵
際
界
に
逸
ら

れ
、
世
界
的
に
出
願
し
て
ゐ
る
事
は
忠
る
べ
か
ら
ざ
る
事
賞
で

あ
る
。
第
一
一
の
コ
股
統
計
雑
誌
」
は
濁
逸
統
計
協
曾
の
機
闘
雑

誌
で
あ
っ
て
、

世
界
の
統
計
閣
申
田
仲
に
重
大
な
る
存
恋
を
有
し
て

ゐ
る
o

第
三
の
「
調
治
統
計
の
現
猷
」
は
一
丸
一
一
年
の
出
版
で

は
あ
る
が
、
濁
抽
曜
の
統
計
事
者
を
綿
動
員
し
て
完
成
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
調
論
統
計
皐
白
営
時
の
最
高
椋
準
主
示
し
て
ゐ

る
も
の
で
あ
る
。

マ
イ
ヤ
l
教
授
の
偉
大
左
り
し
事
は
、

や
が
て
7

イ
ヤ

1
文

庫
の
貴
重
在
る
事
在
意
味
し
て
ゐ
る
。
闘
は
く
ば
此
の
刊
界
的

文
庫
を
充
分
に
利
用
す
る
事
に
よ
っ
て
、
我
が
統
計
塵
界
の
水

準
を
ご
盾
高
め
た
い
も
の
で
あ
る
。


